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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す.

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
２
年
２
月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
影
響
に
よ
り
日
本
社
会
も
暗

い
時
期
で
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
に

入
り
感
染
者
は
減
少
傾
向
に
な
り
、
５
月

８
日
か
ら
は
感
染
防
止
法
上
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
類
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
５
月
２１
日
（日
）

柏
地
域
支
部
創
立
２０
周
年
に
な
る
令
和

５
年
度
定
時
総
会
を
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様

に
、
総
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
懇
親
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
地
域
支
部
は
コ
ロ

ナ
禍
に
お
き
ま
し
て
も
、
役
員
会
（幹
事

会
）
は
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
を
採
用
、
会
報

誌
「は
く
め
い
」の
継
続
発
行
な
ど
会
員
相

互
の
情
報
交
換
・
共
有
・
親
睦
向
上
の
事

業
を
行
って
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
会
員

の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
が
あ
って
こ
そ

出
来
た
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

明
治
大
学
校
友
会
代
議
員
総
会
が
、
一

堂
に
会
し
、
対
面
方
式
に
よ
り
令
和
５

年
７
月
３０
日
（
日
）
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
役
員
の
選
任
も
あ
り
、
会

雄
蝶
に
北
野
大
氏
（
再
任
）
、
名
誉
会
長

に
向
殿
政
男
氏
（
再
任
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
回
は
多
く
の
新
役
員
が
選
任

さ
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
令
和
元
年
１０
月
５
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
、
第
５５
回
明
治
大
学
校
全
国

校
友
千
葉
大
会
以
降
中
止
に
な
って
い
ま

し
た
が
、
令
和
５
年
１１
月
１９
日
に
第

５９
回
明
治
大
学
全
国
校
友
愛
知
大
会

が
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
代
議
員

総
会
の
席
上
、
千
葉
県
東
部
・西
部
支
部

長
の
両
名
か
ら
愛
知
県
支
部
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
令
和
６
年
香
川
県
、

７
年
福
井
県
、
８
年
徳
島
県
、
９
年
群
馬

県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
の
で
、
故
郷
が
開
催
地
の
会
員
の
方

は
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
皆
様
既
に
ご
存
じ
と
は
思
い

ま
す
が
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
放
映
さ
れ

ま
す
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
朝
ド
ラ
「
虎
に
翼
」

の
ヒ
ロ
イ
ン
の
モ
デ
ル
に
な
り
ま
し
た
の
は
、

日
本
人
発
の
女
性
弁
護
士
の
一
人
で
、
そ

の
後
裁
判
官
に
な
り
ま
し
た
、
明
治
大
学

専
門
部
女
子
部
法
科
出
身
の
三
淵
嘉

9
子
（
み
ぶ
ち
よ
し
こ
）
氏
の
こ
と
で
す
。
皆

さ
ん
大
い
に
き
た
い
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

１
月
２
日
、
３
日
に
は
年
中
行
事
の
一
つ

で
あ
る
「
東
京
箱
根
間
往
復
駅
伝
競
争

大
会
」
が
１
０
０
回
目
を
迎
え
、
我
が
明

治
大
学
も
出
場
し
ま
す
。
令
和
７
年
の
シ

ー
ド
権
が
確
保
出
来
る
よ
う
皆
さ
ん
応

援
し
ま
し
ょ
う
。
締
め
に
あ
た
り
、
会
員

皆
様
の
柏
地
域
支
部
へ
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ
た
り

ま
し
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

昭
和
４４
年
商
卒 

柏
地
域
支
部
長 

 

竹
之
内 

明  

  

令
和
５
年
８
月
２
６
日(

土)

、
連
日
猛

暑
日
の
続
く
暑
い
午
後
、
昨
年
に
引
き
続

き
《キ
ッ
チ
ン
ガ
ゼ
ボ
》
に
て
納
涼
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
竹
之
内
支
部
長
を
は
じ
め
、

１７
名
と
多
く
の
会
員
が
参
集
し
、
先
ず

は
全
員
で
超
え
高
々
に
乾
杯
を
行
い
懇

親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

今
回
、
竹
之
内
支
部
長
か
ら
、
あ
の
う

ま
く
て
有
名
な
【獺
祭
】一
升
瓶
の
差
し
入

れ
が
あ
り
、
獺
祭
は
、
本
当
に
あ
っ！
！
と

い
う
間
に
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
宴
会
は

凄
い
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。 

焼
酎
や
ら
ハ
イ
ボ
ー
ル
や
ら
と
杯
を
か

さ
ね
て
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
会
話
も

弾
み
時
間
の
経
つ
の
も
早
く
気
が
つ
け
ば

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
大
い

に
痛
飲
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。 

会
員
の
皆
様
、
年
が
明
け
る
と
新
年
会

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
多
く
の
会

員
が
参
加
さ
れ
て
楽
し
い
交
流
の
場
に

し
ま
し
ょ
う
。 

昭
和
４９
年
商
卒 

金
田
登
志
夫 
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明
治
大
学
校
友
会
柏
地
域
支
部
２０

年
の
歩
み
が
発
刊
さ
れ
、
第
２１
回
総
会

が
５
月
２１
日
開
催
さ
れ
、
今
年
の
事
業

計
画
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

事
業
委
員
の
宮
本
仁
也
様
よ
り
、
初
夏

頃
『牧
野
記
念
庭
園
見
学
会
参
加
の
お
誘

い
』を
貰
い
、
参
加
申
込
を
済
ま
せ
ま
し
た
。 

今
季
の
朝
ド
ラ
ら
ん
ま
ん(

４
月
～
９
月

放
映)

で
、
神
木
隆
之
介
さ
ん
が
演
じ
る
モ

デ
ル
の
『牧
野
富
太
郎
』に
魅
せ
ら
れ
、
毎

週
Ｔ
Ｖ
放
映
を
楽
し
み
つ
つ
、
別
冊
太
陽
日

本
の
こ
こ
ろ
３０６
号
を
購
入
し
、
植
物
に
愛

を
捧
げ
た
波
乱
万
丈
の
人
生
を
ビ
ジ
ュア
ル

で
辿
り
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
次
第
で
す
。 

見
学
会
当
日(

７
月
２９
日)

は
、
午
前
八

時
頃
清
水
公
園
駅
で
乗
車
し
、
集
合
先

(

午
前
九
時
、
柏
駅
み
ど
り
の
窓
口
前)

に

到
着
し
、
宮
本
様
ご
夫
妻
と
合
流
し
、
参

加
者
１１
名
で
の
開
催
で
し
た
。 

定
刻
に
出
発
し
、
日
暮
里
＆
池
袋
駅
で

乗
り
継
ぎ
午
前
１０
時
３０
分
頃
、
大
泉

学
園
駅
に
到
着
の
一
行
は
、
駅
南
口
階

段
を
下
り
徒
歩
１０
分
程
で
、
練
馬
区
立

牧
野
記
念
庭
園(

昭
和
３３
年
１２
月
開

園)

に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
夏
空
に
お
日

様
が
照
り
、
暑
さ
を
凌
ぎ
つ
つ
、
正
門
前

『御
案
内
』黙
読
し
ま
し
た
。 

大
正
１５
年
都
塵
を
避
け
て
、
こ
の
地
、
大

泉
に
居
を
構
え
ら
れ
、
我
が
国
の
植
物
学
会

に
陸
続
と
し
て
高
説
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

此
の
間
、
当
時
な
お
武
蔵
野
の
抒
情
を

有
し
て
い
た
大
泉
野
外
、
四
季
と
り
ど
り

の
花
卉
の
移
り
変
り
を
も
親
し
ま
れ
又
、

園
内
に
は
奇
草
珍
木
を
植
栽
し
て
、
そ
の

生
育
に
多
大
な
愛
着
を
示
さ
れ
た
。 

昭
和
３２
年
、
先
生
は
こ
の
邸
内
で
９４
才

の
天
寿
を
全
う
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
学
問

の
聖
地
を
い
つ
ま
で
も
守
り
、
永
く
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
こ
こ
に
旧
邸
を
牧
野
記

念
庭
園
と
し
、
文
化
遺
跡
と
し
て
広
く
公

開
す
る
こ
と
と
な
った
。
～
途
中
省
略
～ 

入
口
受
付
を
経
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
目

を
通
す
と
、
植
物
学
者
牧
野
富
太
郎
博

士
が
大
正
１５
年
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の

３０
余
年
過
ご
し
た
住
居
と
庭
の
跡
地
で

す
。
又
、
園
内
に
は
、
ス
エ
コ
ザ
サ
、
サ
ク
ラ

(

仙
台
屋)

、
ヘ
ラ
ノ
キ
な
ど
博
士
に
ゆ
か
り

の
深
い
植
物
を
含
め
３００
種
類
以
上
の
植

物
が
生
育
す
る
ほ
か
、
博
士
の
使
って
い
た

書
屋
が
残
り
、
博
士
の
在
り
し
日
の
面
影

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

園
内
に
は
、
講
習
室
、
歌
碑
、
牧
野
富
太

郎
博
士
胸
像
、
見
本
園
、
顕
彰
碑
、
記
念

館(

常
設
＆
企
画
展
示
室)

、
書
屋
展
示

室
が
有
り
、
大
勢
の
参
観
者
が
各
コ
ー
ナ

ー
で
、
見
入
って
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

１１
名
も
園
内
各
コ
ー
ナ
ー
に
立
寄
り
、
２

時
間
程
滞
在
し
、
見
学
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

別
冊
太
陽
日
本
の
こ
こ
ろ
３０６
号
を
読
む

と
、
「牧
野
の
妻
・壽
衛
が
計
画
を
立
て
て
、

武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
雑
木
林
の
真
ん

中
に
一
軒
家
が
建
っ
た
。
は
じ
め
て
の
自

分
た
ち
の
家
で
あ
る
。
都
会
に
あ
っ
て
は

火
事
が
多
く
、
牧
野
が
苦
心
し
て
採
集

し
た
標
本
が
い
つ
灰
と
化
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
上
牧
野
は
研
究
の
た

め
に
多
く
の
書
物
を
蔵
し
て
い
た
。
火
事

の
危
険
性
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
を
安

全
に
保
管
で
き
る
よ
う
な
広
い
場
所
が
必

要
で
あ
った
。
ま
た
、
壽
衛
は
、
ゆ
く
ゆ
く

は
こ
の
家
の
標
本
館
を
中
心
に
し
て
植
物

園
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
理
想
を
抱
い
て
い

た
。
～
途
中
省
略
～ 

と
こ
ろ
が
そ
こ
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
む

間
も
な
く
壽
衛
の
容
態
が
思
わ
し
く
な

く
な
って
、
昭
和
三
年
二
月
に
息
を
引
き

取
っ
た
。
享
年
五
十
五
で
あ
っ
た
と
牧
野

自
叙
伝
に
あ
る
。
牧
野
は
、
今
ま
で
自
分

の
研
究
を
支
え
て
く
れ
た
妻
に
感
謝
の
念

を
捧
げ
て
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
だ
。 

家
守
り
し 

妻
の
恵
み
や 

わ
が
学
び 

世
の
中
の 

あ
ら
ん
限
り
や 

ス
エ
コ
笹 

ス
エ
コ
ザ
サ
と
い
う
の
は
、
亡
く
な
る
前
の

年
に
仙
台
で
発
見
し
た
新
種
の
笹
に
、
妻

を
記
念
し
て
牧
野
が
つ
け
た
和
名
で
、
学

名
サ
サ
エ
ラ
・
ス
エ
コ
ア
ナ
も
妻
に
献
上
し

た
も
の
で
あ
る
。 

債
権
者
が
来
て
も
う
ま
く
口
実
を
付
け

て
追
い
返
し
、
多
く
の
子
ど
も
を
育
て
上

げ
、
さ
ら
に
家
族
を
抱
え
て
生
活
す
る
た

め
に
渋
谷
で
待
合
を
営
ん
で
、
牧
野
に
尽

く
し
た
壽
衛
。
牧
野
に
と
って
妻
の
死
は
大

き
な
悲
し
み
以
外
の
何
物
で
も
な
か
った
。

採
集
か
ら
家
に
戻
って
き
て
も
妻
が
迎
え

て
く
れ
な
い
淋
し
さ
を
歌
に
託
し
た
。
」 

こ
の
誌
面
を
精
読
し
、
牧
野
記
念
庭
園

見
学
の
感
慨
を
噛
み
締
め
つ
つ
、
生
涯
に
発

見
・
命
名
し
た
植
物
１
、
５
０
０
種
類
以

上
に
の
ぼ
り
、
日
本
の
植
物
分
類
学
の
基

礎
を
築
い
た
博
士
の
功
績
を
讃
え
ま
す
。 

園
内
見
学
を
済
ま
せ
た
一
行
１１
名
は
、

正
門
前
に
立
ち
戻
り
、
集
合
記
念
写
真

を
撮
り
、
大
泉
学
園
駅
北
口
近
く
の
昼

食
会
場
へ
徒
歩
で
向
い
ま
し
た
。  

道
筋
か
ら
繁
華
街
に
入
り
地
下
一
階
の

食
堂
に
入
り
、
予
約
席
二
テ
ー
ブ
ル
に
着

座
し
、
産
地
直
送
の
魚
料
理
で
舌
鼓
を

打
ち
、
暑
さ
凌
ぎ
の
飲
物
で
乾
杯
し
、
ゆ

っ
た
り
昼
食
を
楽
し
ん
だ
後
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。 

 
 

昭
和
４５
年
商
卒 

関
根 

生
夫 

      

牧
野
記
念
庭
園
見
学
会 

 

昼食会(大泉学園) 

令和５年７月２９日 
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令
和
元
年
に
開
催
し
た
第
５５
回
全
国

校
友
千
葉
大
会
以
降
中
止
が
続
い
た
全

国
校
友
大
会
が
第
５９
回
愛
知
大
会
と

し
て
復
活
し
ま
し
た
。
足
掛
け
４
年
の

歳
月
を
経
て
名
古
屋
市
「
ウ
イ
ン
ク
愛

知
大
ホ
ー
ル
」
で
開
催
、
現
役
の
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
合
唱
に
始
ま
り
、
大
会
旗
の
入

場
、
先
導
は
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
星
野
隆
輝

氏
、
旗
手
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
南
隆
雄

氏
、
介
添
は
、
鈴
木
光
氏
に
よ
り
入
場
、

厳
か
に
舞
台
に
上
が
り
西
脇
実
行
委
員

長
に
手
渡
さ
れ
、
そ
の
後
大
会
旗
は
、

介
添
の
鈴
木
氏
の
手
を
借
り
て
壇
上
の

ス
タ
ン
ド
に
置
か
れ
ま
し
た
。 

開
会
宣
言
の
後
、
歓
迎
の
挨
拶
、
ご
来

賓
・大
学
役
職
者
・校
友
会
本
部
役
員
の

紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
北
野

大
（き
た
の
ま
さ
る
）校
友
会
会
長
の
挨
拶

で
は
、
校
友
を
政
治
に
、
宗
教
に
、
仕
事

に
、
利
用
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
本
来
の

姿
で
は
あ
る
が
、
仕
事
と
の
関
係
で
は
緩
い

繋
が
り
は
あ
って
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
同

じ
頼
む
な
ら
校
友
へ
は
、
許
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

ご
祝
辞
は
、
柳
谷
理
事
長
と
大
六
野

（
だ
い
ろ
く
の
）
学
長
、
ご
来
賓
は
、
名
古

屋
市
長
の
河
村
た
か
し
様
、
愛
知
県
知

事
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
閉
会
の
前
に
、
万
歳
三
唱
を
し

て
記
念
式
典
は
終
了
。
記
念
公
演
は
、

元
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
川
上
憲
伸
氏
が

「我
が
野
球
人
生
」
と
題
し
て
面
白
く
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
徒
歩
で
、
懇

親
会
会
場
の
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ソ
シ
ア

ホ
テ
ル
「
１６
階
タ
ワ
ー
ズ
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
」

へ
直
行
、
実
行
委
員
長
、
愛
知
県
支
部

長
、
理
事
長
、
学
長
、
校
友
会
会
長
の

６
回
目
の
挨
拶
を
終
え
、
乾
杯
の
後
は
、

懇
談
と
な
り
、
名
古
屋
名
物
の
「
ひ
つ
ま

ぶ
し
・
き
し
め
ん
・
味
噌
カ
ツ
」
を
堪
能

し
ま
し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
最
後
は
、
現
役
応
援

団
の
応
援
紹
介
、
第
一
応
援
歌
か
ら
学

生
歌
、
明
大
節
ま
で
フ
ル
出
場
、
締
め
に

は
明
治
大
学
校
歌
を
３
番
ま
で
歌
い
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
次
回
の
全

国
校
友
大
会
は
、
２
０
２
４
年
９
月

２８
・
２９
日
に
第
６０
回
明
治
大
学
全
校

校
友
香
川
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

香
川
県
は
在
学
中
に
入
部
し
て
い
た
少

林
寺
拳
法
の
本
部
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
ま

た
来
年
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

昭
和
５２
年
法
学
部
卒 

山
田
研
一 

     

 

私
の
故
郷
は
東
京
都
府
中
市
で
す
。

古
く
は
武
蔵
国
の
国
府
と
し
て
、
江
戸

時
代
に
は
５
街
道
の
一
つ
甲
州
街
道
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
中
心
部

に
は
大
国
魂
神
社
が
あ
り
、
参
道
の
欅

並
木
に
は
新
田
義
貞
の
銅
像
が
あ
り
ま

す
。
彼
が
大
國
魂
神
社
に
戦
勝
祈
願
し
、

近
く
の
分
倍
河
原
古
戦
場
で
勝
利
し
て
、

鎌
倉
幕
府
を
滅
亡
さ
せ
た
祈
念
碑
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
旧
高

札
場
付
近
は
（
我
が
家
の
近
く
）
今
で
も

甲
州
、
鎌
倉
、
川
越
、
川
崎
街
道
と
し

て
交
通
の
要
所
と
な
って
降
り
ま
す
。 

市
の
南
部
に
は
多
摩
川
が
流
れ
、
小
生

の
子
供
時
代
に
は
近
く
に
「
清
水
が
涌

く
」
処
が
、
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
井
戸
水

も≪

夏
は
冷
た
く
、
冬
は
暖
か
い≫

と
て

も
お
い
し
い
飲
料
水
で
し
た
。
（
後
年
、
こ

の
地
に
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
が
こ
の
名
水

を
目
当
て
に
、
工
場
を
建
て
て
い
ま
す
。
） 

府
中
の
「
く
ら
や
み
祭
」
は
ど
う
し
て
も

紹
介
し
た
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
「
関
東
３

大
祭
り
」
の
一
つ
で
あ
り
、
府
中
っ
子
と

し
て
は
浅
草
の
三
社
祭
や
神
田
祭
よ
り

凄
い
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
か
の
「
司

馬
遼
」
が
書
い
た
小
説
「
燃
え
よ
剣
」
に

も
近
藤
勇
や
土
方
歳
三
が
近
在
か
ら
こ

の
祭
り
を
観
に
来
た
こ
と
が
書
か
れ
て

お
り
ま
す
。 

現
在
の
府
中
は
「
水
と
緑
の
薫
る
歴
史

の
町
」
、
首
都
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
「住
み
た
い
町
ベ
ス
ト
１０
」等
に
よ
く
ラ

ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
府
中
駅
か

ら
和
泉
校
舎
の
あ
る
明
大
前
駅
ま
で
約

２０
分
間
で
す
。
そ
ん
な
関
係
も
あ
り
、

今
で
も
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
た
く
さ
ん
お
り
、

校
友
会
も
盛
ん
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

母
校
、
明
治
大
学
と
は
２
０
０
６
年

「
相
互
友
好
協
定
」
を
結
び
、
文
化
、
教

育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
活
性
化
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。
先
般
の
公
式
野
球
部
の

３
連
覇
に
際
し
て
は
「
府
中
ス
ポ
ー
ツ
優

秀
賞
」
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。
先
日
、

お
盆
に
帰
省
す
る
と
「
祝
、
３
連
覇
」
と

市
庁
舎
に
大
き
な
垂
れ
幕
が
下
げ
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。 

昭
和
４０
年
商
学
部
卒 

植
松 

敏
有 

         

全
国
校
友
愛
知
大
会 

 

私

の

故

郷 
 

分倍河原駅前の新田義貞公像 

北野校友会会長 

令和５年１１月１９日 
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令
和
５
年
９
月
１
日
、
茨
城
県
セ
ン
ト

ラ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、
第
１６
回

３
支
部
（
柏
・
我
孫
子
・
流
山
）
合
同
コ
ン

ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ペ
に
は
松

戸
地
域
支
部
４
名
、
浦
安
支
部
１
名
の

方
た
ち
も
参
加
さ
れ
、
総
勢
２１
名
が

腕
を
競
い
ま
し
た
。
柏
支
部
は
竹
之
内

支
部
長
他
４
名
が
出
場
し
ま
し
た
。 

大
激
戦
を
制
し
た
の
は
当
支
部
の
柔
道

部
卒
業
渡
辺
昌
照
さ
ん
で
し
た
。
渡
辺

さ
ん
の
快
挙
を
祝
し
て
、
９
月
２４
日
に

支
部
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
７
名
と
石
原
夫
人
に

参
加
し
て
頂
き
盛
大
に
祝
賀
会
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
日
付
が
溯
り
ま
す
が
７
月

５
日
に
は
全
員
が
野
田
市
の
け
や
き
コ
ー

ス
の
オ
ー
プ
ン
コ
ン
ペ
に
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
楽
し
い
会
で
す
の
で
ゴ
ル
フ

経
験
の
あ
る
方
は
是
非
加
入
し
て
く
だ

さ
い
。
次
回
よ
り
東
葛
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と

名
称
を
変
更
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
次

は
令
和
６
年
３
月
１
日
（
金
）
で
当
支
部

が
幹
事
で
す
。 

昭
和
５１
年
農
学
部
卒 

荒
木
康
生 

☎
０
９
０ 

 

２
２
１
１ 

 

０
５
７
７ 

          

 
●
年
会
費
納
入
の
お
願
い 

令
和
５
年
度
も
残
り
３
ヶ
月
と
な
り
ま

し
た
が
、
年
会
費
（３
、
０
０
０
円
）の
未
納

の
方
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
当
地
域
支
部
は

会
員
の
皆
様
の
年
会
費
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
未
納
の
方
は
令
和
６
年
２
月

２
９
日
ま
で
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

振
込
先 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

口
座
番
号 

 

０
０
１
３
０ 

２ 

４
６
２
５
９
０ 

問
い
合
わ
せ 

 

☎
０
８
０ 

３
３
１
２ 

７
８
４
６
（今
井
） 

●
新
入
会
員
の
紹
介 

令
和
５
年
８
月
以
降
に
入
会
さ
れ
た

会
員
を
紹
介
し
ま
す
。 

北
村
和
之
さ
ん 

大
学
院
ガ
バ
ナ
ン
ス

研
究
科
在
学
中 

 

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
支
援 

令
和
５
年
１０
月
２２
日
（
日
）
に
第
２６

回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
に
制
限
の
な
い
形
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
過
去
最
高
と
な
る
５
，

０
９
０
名
も
の
方
々
が
来
場
し
、
各
企

画
と
も
大
盛
況
で
し
た
。 

柏
地
域
支
部
で
は
毎
年
、
「
未
来
サ
ポ

ー
タ
ー
募
金 

奨
学
サ
ポ
ー
ト
資
金
」
の

寄
付
者
を
対
象
と
す
る
「
く
じ
引
き
イ
ベ

ン
ト
」
の
景
品
と
し
て
、
当
会
会
員
渡
来

様
の
育
て
た
梨
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
久
し
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト
再
会
と
な

り
ま
し
た
が
、
例
年
ど
お
り
梨
２
箱
を

提
供
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
柳
谷

孝
明
治
大
学
理
事
長
よ
り
、
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も

に
お
礼
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

●
柏
地
域
支
部
総
会
の
基
調
講
演 

今
年
の
柏
地
域
支
部
総
会
の
基
調
講

演
は
向
殿
研
出
身
の
片
倉
幹
事
の
お

手
配
に
よ
り
、
向
殿
前
校
友
会
長
に
お

話
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

第
１６
回
３
支
部
合
同
コ
ン
ペ 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

訃 
 

報 

令
和
５
年
４
月
、
昭
和
３３
年
商

学
部
卒
、
当
会
会
員
の
永
井
康
雄

様
が
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
５
年
６
月
、
昭
和
３４
年
法
学

部
卒
、
当
会
元
副
支
部
長
の
古
江

栄
一
様
が
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

主 な イ ベ ン ト 予 定  

●新春の集い 

 １月２0 日（土） 

☎(０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●国会議事堂見学会 

２月１９日(月)、ＪＲ柏駅みどりの窓口前 

☎(０90）６９３０‐０７８２(宮本) 

●東葛ゴルフコンペ 

3月1日（金）（３月・９月の第一金曜日）  

☎(０９０）２２１１‐０５７７(荒木) 

■お花見会 

３月中旬～４月上旬 

開催日は追って連絡します 

■柏地域支部総会 

５月１９日(日)ハート柏迎賓館 

☎(０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●全国校友香川大会 

9 月２８・２９日 

☎(０90）1553‐6581(竹之内) 

 

● 

３支部合同コンペ 茨城県セントラル

ゴルフクラブ 令和５年９月１日 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上部組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・

観戦   


